
 
ニュースレポート 

令和 5年７月５日 

 

報 道 機 関  各 位 

文化財課文化財係   

 

 

タイトル  赤穂市立有年考古館企画展の開催について                     

 

下記のとおり報告いたしますのでよろしくお願いいたします。 

 

行事・事業名 

 

有年考古館企画展「弥生時代の「おわり」の赤穂」を開催しま

す。 

 

日  時 

 

令和 5年 7月 12日（水）～10月 9日（月・祝） 

 

場所・住所 

 

有年考古館・一階展示室 

趣旨・目的（ＰＲしたいこと） 

 

 このたび有年考古館では、企画展「弥生時代の「おわり」の赤穂～墓からみる地域 

の変化～」を開催します。 

 平成 23（2011）年度に行われた有年牟礼・山田遺跡の発掘調査では、弥生時代 

終末期に造られた方形周溝墓が発見されました。また、赤穂地域特有の土器とともに、 

岡山や大阪から運ばれた土器が供えられていたことも明らかになり、弥生時代から古 

墳時代への地域の移り変わりを知ることができる出土遺物として、令和 5年 3月に 

市指定文化財となりました。 

今回の展示では、有年牟礼・山田遺跡方形周溝墓群出土土器の文化財指定を記念し、 

赤穂市内の墳墓遺跡とそこから出土した土器を展示します。 

問い合わせ先 

部課係名：教育委員会 文化財課 文化財係 

担当者名：三輪紘士 

電 話：0791(43)6962            内線（ 2325 ） 

F A X：0791(43)6895 

〇添付資料（有） ○ホームページへの掲載（無） 〇議会報告（無） 

AKO CITY 

赤穂市 



有年考古館 企画展「弥生時代の「おわり」の赤穂～墓からみる地域の変化～」 

開催要項 

 

１ 展示名 企画展「弥生時代の「おわり」の赤穂～墓からみる地域の変化～」 

 

２ 会 期 令和 5年 7月 12日(水)～10月 9日(月・祝) 

 

３ 趣 旨  赤穂市の有年地区にある有年牟礼・山田遺跡は、昭和 63(1988)年度と平成 23(2011)年度

に発掘調査が実施され、多くの成果が得られている。  特に弥生時代終末期の方形周溝墓群は、墓の形状、供えられた土器などから、弥生時代後
期の墳墓との比較が可能であり、弥生時代から古墳時代の転換期における埋葬祭祀形式の

地域的変遷を明確に追うことができる貴重な事例と評価され、令和 5(2023)年 3月には出土

した土器が赤穂市指定有形文化財に指定された。 

展示では文化財指定を記念し、有年牟礼・山田方形周溝墓群をはじめとする赤穂市内で発

掘された墳墓遺跡とそこから出土した土器をもとに、弥生時代から古墳時代にかけて地域

社会がどう変化したかを解説する。 

 

４ 入館料及び観覧料 

無料 

 

５ 会 場 

赤穂市立有年考古館 1階展示室 

 

６ 展示資料 

有年牟礼・山田方形周溝墓群出土土器(弥生時代終末期) 

東有年・沖田円形周溝墓出土土器(弥生時代中期) 

有年原・田中墳丘墓群出土土器(弥生時代後期) 

放亀山 1号墳出土土器(古墳時代前期)        等 約 110点 

 

７ 印刷物・広告等 

ポスター、チラシ、インターネット、Webサイト「赤穂市立有年考古館」 

(http://www.ako-hyg.ed.jp/bunkazai/unekokokan/) 

 

 

 






